
新
日
本
史
物
理
学
篇

桑
木
彧
雄

一
物
理
学
の
先
史
時
代

明
治
初
年
の
学
校
の
課
程
表
な
ど
に
、
格
致
学
、
格
物
学
、
窮
理
学
等
の
名
が
見
え
る
。（
文
部
省
出
版
「
学
制
五
十
年
史
」）。
一

般
に
こ
の
学
が
「
物
理
学
」
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
七
八
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
や
が
て
明
治
十
年
東
京

大
学
の
設
立
と
共
に
物
理
学
を
専
門
と
す
る
学
科
の
開
始
を
見
る
に
至
っ
た
。
我
国
の
物
理
学
の
歴
史
は
こ
こ
に
始
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
よ
り
以
前
は
そ
の
先
史
時
代
で
あ
る
。

先
ず
少
し
く
こ
の
先
史
時
代
に
つ
い
て
語
れ
ば
、
古
来
の
工
芸
、
建
築
な
ど
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
験
的
な
物
理
的
知
識
の
豊

富
な
も
の
が
元
来
我
国
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
併
し
そ
れ
が
概
括
的
に
、
学
問
的
に
な
り
始
め
た
の
は
、
慶
長
元
和
以
後
、

支
那
か
ら
経
学
等
将
来
さ
れ
た
後
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
時
先
ず
一
種
の
形
而
上
学
と
し
て
宋
儒
の
理
気
説
が
伝
え
ら
れ
た
。
之
に

対
し
伊
藤
仁
齋
、
貝
原
益
軒
、
三
浦
梅
園
な
ど
の
相
次
い
で
唱
え
た
気
一
元
論
が
あ
る
。
梅
園
の
如
き
は
そ
の
一
大
系
統
を
企
図
し
た

が
、
結
果
は
空
漠
た
る
も
の
に
終
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
が
「
気
」
と
い
う
中
に
「
空
気
」
の
認
識
が
あ
る
等
、
我
国
の
学
術
の
始
原
と

し
て
、
ミ
レ
ト
ス
学
徒
の
自
然
哲
学
に
似
た
も
の
が
あ
っ
た
。
当
時
又
　い

わ
ゆ
る

所
謂　
「
こ
ろ
び
ば
て
れ
ん
」
の
葡
人
沢
野
忠
庵
が
、
欧
洲
中
世

天
主
教
徒
の
奉
ず
る
天
文
物
理
の
論
を
述
べ
た
も
の
が
伝
え
ら
れ
た
。
我
国
に
於
い
て
西
洋
の
理
学
に
つ
い
て
記
し
た
最
初
の
書
物
で

あ
る
。
元
緑
以
後
に
は
支
那
の
書
物
に
よ
っ
て
之
と
同
様
の
知
識
が
一
層
一
般
に
弘
め
ら
れ
た
。
享
保
以
後
、
蘭
書
は
当
時
の
我
が
先
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覚
者
に
殆
ん
ど
欧
洲
人
が
初
め
て
　エ

ジ
プ
ト

埃
及　
ア
ッ
シ
リ
ア
の
文
字
に
接
し
た
程
の
困
難
さ
を
以
て
読
み
始
め
ら
れ
た
が
、
江
戸
で
か
の
前
野
、

杉
田
等
の
「
解
体
新
書
」
の
訳
が
上
梓
さ
れ
た
安
永
三
年
（
一
七
七
四
年
）
と
同
年
に
、
長
崎
で
は
本
木
良
永
の
和
蘭
天
文
書
の
翻
訳

が
長
崎
奉
行
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
本
木
に
は
此
他
「
太
陽
窮
理
了
解
説
」
等
数
種
の
蘭
文
天
文
書
の
翻
訳
が
あ
り
、
我
国
に
於
け
る

地
動
説
の
最
初
の
紹
介
者
で
あ
っ
た
。
天
明
寛
政
の
頃
に
は
本
木
の
弟
子
、
志
筑
忠
雄
の
「
求
力
論
」
や
「
暦
象
新
書
」
な
ど
の
著
訳

が
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
引
力
説
其
他
光
学
な
ど
に
つ
い
て
記
し
「
暦
象
新
書
」
は
写
本
で
は
あ
る
が
、
当
時
か
な
り
ひ
ろ
く
行
わ
れ
て
い
た
。

邦
人
の
手
に
成
れ
る
物
理
書
の
　こ

う嚆　
　し矢　
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　し

か併　
し
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、
是
れ
よ
り
以
前
に
前
野
良
沢
に
も
「
翻
訳

運
動
法
」
と
題
し
、
力
の
合
成
に
つ
い
て
漢
文
に
綴
っ
た
数
枚
の
も
の
の
大
槻
玄
沢
の
手
写
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。
当
時
ツ
ン
ベ
ル
ク

の
渡
来
に
よ
り
医
家
が
物
理
学
を
学
ん
だ
こ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
電
気
に
関
す
る
知
識
は
明
和
安
永
の
頃
初
め
て
平
賀
源
内
が
長

崎
へ
蘭
人
の
齎
ら
し
た
摩
擦
発
電
機
を
見
て
　た

だ直　
ち
に
之
を
模
製
し
た
と
い
う
を
最
初
と
し
、
そ
れ
が
　た

ち
ま忽　ち
諸
方
に
流
布
し
た
。
文
化
年

間
大
阪
の
人
橋
本
宗
吉
の
著
わ
し
た
「
オ
ラ
ン
ダ
始
制
エ
レ
キ
テ
ル
究
理
原
」
な
る
書
（
写
本
）
に
は
静
電
気
に
関
す
る
著
者
の
実
験

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
文
政
年
間
、
江
戸
の
蘭
法
医
青
地
林
宗
の
「
気
海
観
瀾
」（
漢
文
）
は
我
国
で
出
版
さ
れ
た
物
理
書
の
最
初
の

も
の
で
あ
る
。
豊
後
の
儒
者
帆
足
万
里
は
、
文
化
よ
り
天
保
に
渉
り
て
一
層
　こ

う
か
ん

浩
瀚　
な
る
「
窮
理
通
」（
漢
文
、
全
八
巻
、
内
三
巻
版
行

せ
ら
る
）
を
完
成
し
た
。
万
里
は
既
記
三
浦
梅
園
の
学
統
を
伝
え
た
も
の
で
あ
り
、
蘭
書
の
翻
訳
を
主
と
し
、
間
に
「
帆
足
氏
曰
」
と

し
た
批
評
を
交
え
て
あ
る
。
之
に
次
い
で
京
都
広
瀬
元
恭
の
「
理
学
提
要
」（
漢
文
）、
江
戸
の
川
本
幸
民
の
「
気
海
観
瀾
広
義
」（
仮

名
交
り
文
）
の
出
版
が
あ
り
、
安
政
以
後
明
治
初
年
に
か
け
て
は
、
蘭
学
者
及
び
　は

や夙　
き
英
学
者
に
依
り
て
「
物
理
訓
蒙
」「
窮
理
図
解
」

等
の
書
が
、
数
多
木
版
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。

二
東
京
大
学
中
心
時
代

か
よ
う
に
我
国
の
物
理
学
は
、
天
文
学
等
と
共
に
蘭
学
者
儒
家
医
家
に
依
り
て
そ
の
初
め
を
開
か
れ
、
長
崎
よ
り
京
畿
、
江
戸
に
そ
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の
流
布
を
見
た
が
、
明
治
に
入
り
て
新
文
化
は
　す

べ凡　
て
東
京
を
中
心
と
し
て
起
り
、
物
理
学
も
他
の
科
学
と
共
に
先
ず
東
京
に
於
い
て
発

達
し
、
　し

か而　
し
て
是
れ
が
発
達
に
は
　お

の
ず自　か

ら
東
京
の
大
学
が
そ
の
中
心
と
な
っ
た
。

旧
幕
時
代
の
蕃
書
調
所
が
基
と
な
り
数
次
の
変
遷
あ
り
、
明
治
十
年
当
時
の
大
学
南
校
及
東
校
と
称
し
た
の
が
合
併
し
て
東
京
大
学

と
改
称
し
、各
専
門
の
学
科
を
置
き
、物
理
学
の
専
門
的
研
究
も
茲
に
始
め
ら
れ
、同
、十
一
年
に
旧
南
校
の
　フ

ラ
ン
ス

仏
蘭
西　
部
か
ら
大
学
物
理

学
科
と
し
て
の
最
初
の
卒
業
生
を
出
だ
し
、
又
新
制
度
の
大
学
理
学
部
物
理
学
科
は
十
五
年
以
後
年
々
其
卒
業
生
を
出
だ
す
に
至
っ
た
。

当
時
大
学
に
於
い
て
、
日
本
に
新
し
い
学
問
に
対
し
て
教
育
者
と
な
っ
た
の
は
、
維
新
前
後
に
海
外
に
留
学
し
て
彼
地
の
教
育
を
受

け
た
邦
人
と
、
特
に
招
聘
し
た
外
国
人
等
で
あ
っ
た
。
物
理
学
の
外
国
教
師
に
は
初
め
仏
人
の
二
三
氏
が
あ
っ
て
、
後
に
米
人
メ
ン
デ

ン
ホ
ー
ル
、
英
人
ユ
ー
ヰ
ン
グ
、
同
ノ
ッ
ト
等
の
諸
氏
が
相
次
い
で
夫
れ
で
あ
っ
た
。
又
当
時
工
部
大
学
の
外
国
教
師
で
あ
っ
た
英
人

エ
ヤ
ト
ン
、
ペ
リ
ー
、
グ
レ
ー
、
東
京
大
学
工
科
の
ミ
ル
ン
等
の
諸
氏
も
我
国
の
物
理
学
及
び
応
用
物
理
学
の
発
達
に
貢
献
す
る
所
少

く
な
か
っ
た
。
是
等
の
外
国
教
師
は
、
我
国
の
気
象
、
地
震
等
の
特
異
の
現
象
に
先
ず
注
意
を
引
き
、
大
学
の
学
生
と
共
に
な
せ
る
其

調
査
研
究
は
、
大
学
の
出
版
物
又
は
日
本
　ア亜　
　ジ細　
　ア亜　
協
会
の
雑
誌
等
に
掲
載
さ
れ
た
。
メ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
の
、
富
士
山
上
其
他
二
三
の
地

に
於
け
る
重
力
の
測
定
も
あ
っ
た
。
純
物
理
学
的
研
究
と
し
て
最
も
有
名
な
の
は
、
ユ
ー
ヰ
ン
グ
の
磁
気
ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
の
研
究
で
あ

り
、
其
結
果
は
一
書
を
成
し
て
い
る
。
其
実
験
は
主
に
当
時
の
学
生
で
あ
っ
た
田
中
舘
、
藤
沢
、
田
中
等
の
諸
博
士
に
よ
り
て
な
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
又
ノ
ッ
ト
は
田
中
舘
博
士
と
共
に
日
本
に
於
け
る
地
磁
気
の
測
定
を
始
め
た
。
氏
は
明
治
二
十
四
年
八
箇
年
在
日
の
後

帰
国
し
、
其
後
我
大
学
物
理
学
科
に
外
国
教
師
を
絶
っ
た
。

三
我
が
物
理
学
界
の
元
勲

我
国
の
物
理
学
者
で
最
初
に
我
が
大
学
に
教
授
と
な
っ
た
の
は
山
川
健
次
郎
博
士
で
あ
る
。
エ
ー
ル
大
学
に
学
ん
で
帰
朝
し
明
治
九

年
其
職
に
就
か
れ
た
の
で
あ
る
。
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
に
数
学
を
学
ん
だ
菊
池
大
麓
博
士
と
共
に
、
東
京
大
学
理
科
の
創
始
者
で
あ
る
。
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　や稍　
　や々　
遅
れ
て
我
国
物
理
学
界
の
先
進
と
な
ら
れ
た
の
に
　ド

イ
ツ
独
逸　
で
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
、
キ
ル
ヒ
ホ
ッ
フ
等
に
就
い
て
学
ん
だ
北
尾
次
郎
博
士
、

ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
に
学
ん
だ
村
岡
範
為
馳
博
士
、
又
英
国
で
ス
チ
ュ
ワ
ル
ト
に
学
ん
だ
市
川
盛
三
郎
が
あ
っ
た
が
、
市
川
は
早
逝

せ
ら
れ
た
。
村
岡
博
士
は
日
本
魔
鏡
並
に
日
本
音
楽
の
研
究
を
以
て
、
北
尾
博
士
は
在
外
中
に
ロ
イ
ス
コ
ー
プ
を
発
明
し
、
又
台
風
の

流
体
力
学
的
研
究
を
以
て
著
名
と
な
っ
た
。
又
我
が
大
学
の
最
も
早
き
卒
業
者
の
中
に
在
る
寺
尾
壽
、
中
村
精
男
の
両
博
士
は
、
共
に

　フ
ラ
ン
ス

仏
国　
に
留
学
し
て
、
帰
朝
後
、
寺
尾
博
士
は
天
文
学
の
、
中
村
博
士
は
気
象
学
の
、
我
国
に
於
け
る
発
達
の
基
を
開
か
れ
た
。
又
田
中

舘
愛
橘
博
士
は
、
明
治
十
五
年
大
学
を
出
で
、
在
学
中
既
記
ユ
ー
ヰ
ン
グ
の
磁
気
研
究
を
助
け
ら
れ
た
が
、
其
他
既
記
外
国
教
師
等
と

共
に
重
力
の
測
定
、
地
磁
気
の
測
定
、
地
震
の
研
究
等
を
始
め
ら
れ
、
英
国
に
留
学
し
、
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
卿
に
就
い
て
学
び
、
二
十
四
年

帰
朝
し
て
教
授
と
な
ら
れ
た
。
長
岡
半
太
郎
博
士
は
明
治
二
十
年
大
学
を
出
で
、
　い

く
ば
く

幾
許　
も
な
く
ニ
ッ
ケ
ル
附
磁
に
関
し
一
研
究
を
完
成

せ
ら
れ
、
続
い
て
磁
気
歪
及
び
光
学
的
廻
折
現
象
等
に
関
し
、
実
験
的
、
数
学
的
の
多
く
の
論
文
を
内
外
の
学
術
雑
誌
に
発
表
せ
ら
れ
、

渡
欧
。
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
、
ボ
ル
ツ
マ
ン
、
プ
ラ
ン
ク
等
に
学
ば
れ
、
二
十
九
年
帰
朝
し
て
教
授
と
な
ら
れ
た
。
我
が
物
理
学
界
の
今
日

あ
る
は
主
と
し
て
其
初
期
に
於
い
て
東
京
大
学
が
中
心
と
な
り
、
特
に
山
川
、
田
中
舘
、
長
岡
の
三
教
授
が
創
始
者
と
な
り
、
興
隆
者

と
な
ら
れ
た
賜
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
又
大
学
の
物
理
学
教
授
以
外
に
も
前
記
の
諸
家
が
あ
り
、
並
に
教
育
の
方
面
に
は
高
等
師
範

学
校
に
、
英
国
に
学
ん
だ
後
藤
牧
太
が
あ
っ
た
。

四
学
会
並
に
各
研
究
所

明
治
の
初
年
に
学
者
先
覚
の
団
体
と
し
て
明
六
社
な
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
学
会
の
組
織
は
明
治
十
年
の
「
東
京
数
学
会
社
」
と
称

す
る
も
の
を
　こ

う嚆　
　し矢　
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
数
年
後
に
理
学
協
会
と
い
う
も
の
理
科
工
科
の
人
々
の
間
に
造
ら
れ
、
雑
誌
を
発
行
し
て
い

た
。
大
学
で
は
「
学
芸
志
林
」
を
出
版
し
て
い
た
が
、
是
等
を
過
渡
期
と
し
て
、
や
が
て
理
科
は
欧
文
の
「
理
科
大
学
紀
要
」
を
出
版

す
る
に
至
り
、
又
明
治
十
七
年
東
京
数
学
物
理
学
会
（
大
正
八
年
日
本
数
学
物
理
学
会
と
改
称
）
組
織
せ
ら
れ
、
其
記
事
は
原
著
論
文
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の
発
表
の
機
関
と
し
て
、
特
別
の
も
の
の
外
は
皆
英
仏
独
語
の
中
を
以
て
の
み
記
載
さ
れ
た
。

明
治
五
年
の
太
陽
暦
の
採
用
は
、
当
時
の
為
政
者
の
英
断
に
出
で
、
尚
お
未
だ
専
門
の
学
者
を
有
せ
ざ
る
頃
で
あ
っ
た
が
、
度
量
衡

の
改
正
は
明
治
二
十
四
年
既
記
山
川
、
菊
池
両
博
士
の
主
唱
の
下
に
行
わ
れ
、
本
邦
在
来
の
尺
貫
法
を
国
際
的
学
術
的
な
る
メ
ー
ト
ル

法
に
簡
単
な
る
比
率
を
以
て
準
拠
せ
し
め
る
こ
と
と
し
、
其
後
大
正
十
年
　つ

い遂　
に
尺
貫
法
を
廃
し
、
メ
ー
ト
ル
法
を
一
般
に
採
用
す
る
法

令
が
発
布
せ
ら
る
る
に
至
っ
た
。

明
治
三
十
年
、
初
め
て
東
京
以
外
京
都
に
一
帝
国
大
学
設
け
ら
れ
、
其
理
工
科
と
称
し
た
分
科
の
中
に
物
理
学
科
が
置
か
れ
た
。
又

明
治
四
十
四
年
仙
台
に
東
北
帝
国
大
学
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
理
科
の
中
に
物
理
学
科
が
置
か
れ
た
。
我
国
物
理
学
の
研
究
が
東
京
を
唯

一
の
中
心
と
し
た
時
代
を
第
一
期
と
し
、
東
京
以
外
、
京
都
及
び
仙
台
に
二
偏
心
の
設
け
ら
れ
た
る
を
第
二
期
と
す
れ
ば
、
第
三
期
は

大
正
以
後
、
大
学
の
教
室
以
外
、
諸
研
究
所
の
勃
興
を
以
て
一
時
期
と
す
べ
く
、
東
京
の
理
化
学
研
究
所
、
航
空
研
究
所
、
地
震
研
究

所
、
度
量
衡
器
検
定
所
、
東
北
大
学
の
金
属
材
料
研
究
所
、
京
大
の
地
球
物
理
研
究
所
、
陸
軍
の
科
学
研
究
所
、
海
軍
の
技
術
研
究
所
、

東
京
電
気
、
三
菱
造
船
の
各
会
社
の
研
究
所
、
大
阪
の
塩
見
研
究
所
、
八
幡
製
鉄
所
の
研
究
所
、
其
他
規
模
に
大
小
の
別
が
あ
る
が
諸

工
揚
の
研
究
部
等
、
特
に
欧
洲
戦
前
後
よ
り
我
国
工
業
界
、
産
業
界
の
進
歩
と
共
に
理
論
及
び
応
用
の
物
理
学
の
研
究
が
一
般
に
旺
盛

と
な
り
、
高
等
学
校
、
高
等
工
業
学
校
、
其
他
諸
専
門
学
校
に
於
い
て
教
官
に
対
し
、
教
育
以
外
、
各
研
究
に
就
い
て
種
々
の
補
助
の

方
法
も
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

又
こ
の
間
に
、
先
き
に
記
し
た
明
六
社
な
る
学
者
先
覚
の
団
体
と
同
様
の
も
の
が
、
明
治
十
二
年
に
文
部
省
に
属
し
た
東
京
学
士
会

院
と
な
り
、
更
に
組
織
を
変
え
て
帝
国
学
士
院
と
な
り
、
万
国
学
士
院
連
合
の
中
に
入
っ
た
。
又
欧
洲
戦
以
来
、
連
合
国
の
議
に
基
い

て
我
国
に
学
術
研
究
会
議
組
織
せ
ら
れ
、
其
中
、
物
理
学
部
は
「
日
本
物
理
学
輯
報
」
を
発
行
し
、
原
論
文
を
掲
載
し
、
又
国
内
の
学

術
雑
誌
掲
載
論
文
の
抄
録
を
附
載
す
る
。

五
専
門
学
者
の
業
績
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我
国
に
於
け
る
物
理
学
研
究
の
発
達
は
、
前
記
各
大
学
各
研
究
所
の
紀
要
報
告
及
び
内
外
の
学
術
雑
誌
等
に
よ
り
て
之
を
知
る
を
得
、

又
そ
れ
ら
の
多
く
は
独
及
び
英
で
発
行
せ
る
抄
録
機
関
で
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
ぎ
に
是
等
に
つ
い
て
述
べ
ん
と
す
る
の
で
あ

る
が
、
併
し
そ
の
内
容
に
ま
で
入
り
て
の
叙
述
は
本
篇
に
企
図
し
得
な
い
所
で
あ
る
か
ら
、
唯
其
大
要
に
つ
い
て
研
究
者
の
名
と
題
目

と
を
列
挙
す
る
に
止
め
る
の
で
あ
る
が
、
又
地
震
学
、
気
象
学
、
天
文
学
、
航
空
学
等
其
他
応
用
物
理
学
に
関
す
る
も
の
は
、
本
篇
以

外
夫
々
別
に
本
書
（
万
朝
社
版
「
新
日
本
史
」）
の
題
目
を
な
す
も
の
で
あ
る
故
に
、
本
篇
に
は
皆
之
を
省
い
た
。
先
ず
我
国
物
理
学

の
初
期
に
於
い
て
磁
気
に
関
す
る
研
究
が
特
に
多
数
で
あ
っ
た
と
は
人
の
　よ能　
く
い
う
所
で
あ
る
。
是
れ
は
既
記
の
如
く
、
外
人
教
師
た

り
し
ユ
ー
ヰ
ン
グ
教
授
が
、
在
日
中
に
磁
気
ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
の
研
究
を
成
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
又

実
に
こ
の
研
究
の
成
功
は
当
時
の
学
生
の
田
中
舘
博
士
其
他
の
援
助
に
大
に
負
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ユ
ー
ヰ
ン
グ
自
ら
記
載
し
て
い

る
。
次
い
で
田
中
舘
博
士
は
明
治
二
十
年
よ
り
二
十
九
年
に
渉
り
日
本
全
土
の
地
磁
気
観
測
を
遂
行
せ
ら
れ
た
。
こ
の
仕
事
に
は
こ
の

時
代
の
学
士
学
生
の
多
く
は
之
に
加
わ
り
、
其
影
響
も
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
又
既
記
の
如
く
、
長
岡
博
士
は
　は

や夙　
く
磁
気
歪
の
研
究

を
以
て
欧
洲
の
学
界
に
其
名
を
　は馳　
せ
ら
れ
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
パ
リ
に
開
か
れ
た
第
一
回
万
国
物
理
学
会
に
は
求
め
ら

れ
て
是
れ
が
研
究
結
果
を
報
告
せ
ら
れ
た
。
先
ず
そ
の
特
殊
の
光
学
桿
杆
の
装
置
が
、
従
来
の
干
渉
装
置
に
比
し
測
定
に
多
く
の
便
宜

を
有
し
、
又
楕
円
体
に
用
い
る
こ
と
等
が
容
易
に
理
論
の
正
否
を
精
査
す
る
　け

ん
や
く

鍵
鑰　
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
磁
気
に
関

す
る
成
書
に
は
皆
引
照
せ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
大
英
百
科
全
書
中
に
も
之
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
田
中
舘
博
士
は
又
地
震
計
の
考

案
等
に
我
国
地
震
学
の
先
進
で
あ
り
、
又
地
下
温
度
の
測
定
、
地
下
漏
電
の
研
究
等
が
あ
っ
た
が
、
航
空
学
の
発
達
と
共
に
、
博
士
は

我
国
に
於
け
る
そ
の
最
初
の
開
拓
者
と
な
り
、
気
流
に
関
す
る
研
究
を
発
表
せ
ら
れ
、
博
士
は
又
度
量
衡
法
に
国
際
委
員
と
な
ら
れ
て

い
る
。
長
岡
博
士
は
地
震
学
に
閣
し
て
は
許
多
の
岩
石
標
本
に
つ
い
て
弾
性
率
、
剛
性
率
を
測
定
せ
ら
れ
、
地
震
波
伝
播
に
論
及
せ
ら

れ
た
こ
と
で
有
名
で
あ
り
、
又
博
士
は
測
地
学
委
員
会
の
事
業
と
し
て
日
本
各
地
の
重
力
の
精
測
を
遂
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
年
）
長
岡
博
士
が
原
子
模
型
の
研
究
を
発
表
せ
ら
れ
た
の
は
、
当
時
電
子
論
の
創
始
時
代
に
於
い
て
最
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も
早
く
原
子
模
型
を
数
学
的
に
研
究
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
陽
電
子
が
原
子
の
核
を
な
し
電
子
が
そ
の
周
り
に
円
　も

し若　
く
は
楕
円
の
軌

道
を
画
く
と
し
た
博
士
の
　い

わ
ゆ
る

所
謂　
土
星
型
の
原
子
模
型
は
、
博
士
に
遅
れ
て
説
を
な
し
た
タ
ム
ソ
ン
の
電
子
が
陽
電
子
の
球
中
に
動
く
と

し
た
模
型
に
　ま勝　
さ
っ
て
今
日
尚
お
保
た
れ
て
い
る
所
で
、
ま
た
博
士
が
原
子
構
造
と
ス
ペ
ク
ト
ル
と
の
関
係
を
主
題
と
さ
れ
た
こ
と
は
、

当
時
　か彼　
の
ア
ン
リ
・
ボ
ア
ン
カ
レ
が
そ
の
斬
新
を
称
し
た
も
の
で
あ
り
、
科
学
史
上
特
筆
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
博
士
の
実
験
的
研

究
は
こ
の
頃
よ
り
以
後
は
主
と
し
て
分
光
学
の
領
域
に
在
っ
て
、
分
光
装
置
に
幾
多
の
改
良
を
施
さ
れ
、
ゼ
ー
マ
ン
効
果
、
ス
タ
ル
ク

効
果
に
つ
い
て
許
多
の
研
究
を
発
表
さ
れ
た
が
、
特
に
水
銀
の
分
光
の
研
究
に
十
数
年
を
没
頭
せ
ら
れ
た
。
大
正
十
二
年
の
暮
水
銀
其

他
の
元
素
の
イ
ソ
ト
ー
プ
の
発
見
が
あ
り
、
翌
九
月
、
水
銀
に
放
電
し
て
金
を
造
り
得
る
こ
と
に
成
功
せ
ら
れ
た
。
又
博
士
の
研
究
の

数
学
的
な
る
も
の
、
既
記
廻
折
現
象
の
外
、
図
形
コ
イ
ル
の
感
応
係
数
に
関
す
る
も
の
は
、
無
線
電
信
等
に
著
し
く
応
用
が
あ
り
、
之
に

　つ運　
れ
て
テ
ー
タ
函
数
其
他
楕
円
函
数
の
表
を
作
成
せ
ら
れ
た
。
此
他
、
日
出
日
没
日
蝕
の
電
波
伝
播
に
関
す
る
影
響
、
雷
の
理
論
、
湖

水
振
動
の
研
究
等
、
約
二
百
篇
の
論
文
の
其
題
目
は
、
物
理
学
の
理
論
及
び
応
用
、
数
学
的
実
験
的
各
部
面
に
渉
る
。
博
士
は
内
外
に

於
け
る
多
く
の
学
者
的
栄
誉
を
荷
わ
れ
た
が
、
大
正
十
四
年
七
月
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
大
学
は
博
士
に
最
高
の
名
誉
学
位
を
授
与
し
た
。

明
治
三
十
年
頃
ま
で
の
理
科
大
学
紀
要
等
に
は
以
上
の
中
に
記
せ
る
も
の
の
他
、
山
川
博
士
の
大
理
石
熱
伝
導
率
測
定
、
水
野
敏
之

丞
博
士
の
電
波
の
研
究
、
鶴
田
賢
次
博
士
の
熱
力
学
的
研
究
等
が
あ
り
、
又
こ
の
間
に
　ド

イ
ツ
独
逸　
に
在
り
て
田
中
正
平
博
士
は
音
の
純
正
調

和
に
関
し
て
有
名
な
る
発
明
が
あ
っ
た
。
磁
気
歪
に
関
す
る
長
岡
博
士
の
研
究
に
は
明
治
三
十
年
以
後
本
多
光
太
郎
博
士
そ
の
共
同
実

験
者
と
な
り
、
本
多
博
士
は
尚
お
之
を
継
承
し
て
ニ
ッ
ケ
ル
鋼
の
研
究
よ
り
一
般
合
金
の
研
究
に
入
り
、
新
し
く
発
達
せ
る
物
理
的
冶

金
学
を
之
に
結
合
せ
し
め
、
学
術
の
新
方
面
を
拓
き
、
東
北
大
学
に
新
た
に
金
属
材
料
研
究
所
を
興
し
、
其
指
導
の
下
に
許
多
の
研
究

業
績
が
発
表
せ
ら
れ
た
。

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
フ
ォ
ー
グ
ト
教
授
の
在
世
中
、
日
本
の
物
理
の
留
学
生
は
多
く
其
門
に
遊
ん
だ
。
田
丸
卓
郎
博
士
は
そ
こ
で

ピ
エ
ゾ
エ
レ
キ
に
関
す
る
研
究
を
、
中
村
清
二
博
士
は
電
気
石
の
屈
折
率
、
金
属
の
光
学
常
数
に
関
す
る
研
究
を
発
表
さ
れ
た
。
田
丸
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博
士
に
は
其
他
上
下
動
地
震
計
の
考
案
等
が
あ
る
が
、
其
後
の
研
究
は
、
力
学
、
電
気
力
学
に
於
け
る
も
の
の
他
、
地
震
学
、
航
空
学

に
関
す
る
。
中
村
博
士
に
は
早
く
液
体
拡
散
の
研
究
等
が
あ
り
、
其
他
の
論
文
は
多
く
光
学
、
結
晶
学
、
音
楽
等
一
般
実
験
物
理
学
に

関
す
る
。
寺
田
寅
彦
博
士
は
地
球
物
理
学
を
専
門
と
し
、
其
方
面
に
許
多
の
研
究
が
あ
る
が
、
又
音
響
学
等
の
純
物
理
学
的
方
面
に
も

数
多
の
研
究
が
あ
り
、
又
ラ
ウ
エ
の
発
見
の
直
後
に
そ
の
写
真
に
依
る
以
外
、
燐
光
に
依
る
肉
眼
的
識
別
の
方
法
を
発
見
し
、
実
に
ブ

ラ
ッ
グ
と
独
立
に
そ
の
説
明
を
見
出
さ
れ
た
。
こ
の
他
明
治
三
十
年
代
に
は
本
間
義
次
郎
博
士
の
空
中
電
気
の
研
究
、
日
下
部
四
郎
太

博
士
が
長
岡
博
士
の
岩
石
弾
性
率
の
研
究
を
継
承
し
た
特
殊
の
研
究
、
又
佐
野
静
雄
博
士
の
熱
力
学
の
電
磁
現
象
に
於
け
る
応
用
の

研
究
等
が
あ
っ
た
。
四
十
年
以
後
大
正
の
初
期
に
於
い
て
は
、
木
下
季
吉
博
士
の
放
射
学
の
研
究
、
ア
ル
フ
ァ
線
の
写
真
作
用
に
関
す

る
研
究
、
西
川
正
治
博
士
の
ラ
ウ
エ
現
象
の
研
究
、
高
嶺
俊
夫
博
士
、
吉
田
卯
三
郎
博
士
の
ス
タ
ル
ク
効
果
の
研
究
、
藤
原
咲
平
博
士

の
音
の
異
常
伝
播
に
関
す
る
並
に
大
気
の
渦
動
現
象
に
関
す
る
研
究
、
清
水
武
雄
教
授
の
ヰ
ル
ソ
ン
装
置
の
改
良
、
木
村
正
路
博
士
の

分
光
の
研
究
、
石
田
義
雄
の
電
気
素
量
の
研
究
、
石
原
純
博
士
の
相
対
論
及
び
量
子
論
の
研
究
、
寺
沢
寛
一
博
士
の
流
体
力
学
の
研
究
、

愛
知
敬
一
、
玉
城
嘉
十
郎
諸
博
士
の
数
理
物
理
学
的
研
究
、
田
辺
尚
雄
の
音
楽
の
物
理
的
研
究
、
石
谷
伝
市
郎
の
温
泉
の
放
射
の
研
究
、

又
物
理
学
の
工
業
的
応
用
等
に
つ
き
曾
我
部
房
吉
、
藤
教
篤
、
大
橋
重
威
、
小
幡
重
一
、
宗
正
路
、
田
所
芳
秋
諸
博
士
の
研
究
等
が
あ

る
。
又
大
正
初
期
以
後
に
於
い
て
磁
気
学
、
分
光
学
、
ラ
ウ
エ
現
象
、
陽
極
線
、
放
射
学
、
相
対
論
、
量
子
論
、
幾
何
光
学
等
の
諸
問

題
に
つ
い
て
、
曾
禰
武
、
大
久
保
準
三
、
木
内
政
蔵
、
杉
浦
義
勝
、
高
橋
胖
、
田
中
務
、
福
田
光
治
、
山
田
光
雄
、
石
野
又
吉
、
池
内
本
、

秋
山
峯
三
郎
、
岡
谷
辰
治
、
遠
藤
美
寿
、
三
枝
彦
雄
、
、
山
田
幸
五
郎
、
江
口
元
太
郎
、
小
林
厳
、
西
久
光
、
池
田
芳
郎
、
土
井
不
曇
、

小
野
澄
之
助
、
鈴
木
清
太
郎
、
太
田
代
唯
六
、
小
林
辰
男
、
酒
井
佐
明
、
竹
内
時
男
、
抜
山
大
三
、
伊
藤
徳
之
助
等
の
諸
氏
、
そ
の
研

究
を
以
て
学
位
を
受
領
し
、
又
は
一
家
を
成
さ
れ
た
る
も
あ
り
、
こ
の
他
、
以
上
の
中
に
は
、
既
述
の
如
く
、
地
震
学
、
気
象
学
等
に

関
す
る
は
省
き
た
る
が
、
　な尚　
お
既
記
日
本
数
学
物
理
学
会
は
月
次
の
例
会
の
他
に
毎
年
四
月
初
旬
を
期
し
年
会
を
開
き
二
三
日
間
各
自

十
分
乃
至
二
三
十
分
を
限
っ
た
研
究
結
果
の
報
告
が
あ
る
が
、
報
告
者
常
に
数
十
に
上
り
、
上
述
は
　も

と固　
よ
り
其
研
究
者
及
び
題
目
の
　す

べ凡　
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て
を
書
し
得
て
い
な
い
。
重
要
な
る
遺
漏
等
の
な
い
こ
と
を
期
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
明
治
の
初
年
に
は
中
小
学
の
程
度
の
教
育
ま
で

外
国
に
於
い
て
受
け
る
こ
と
を
要
し
た
が
、
明
治
十
年
代
に
な
っ
て
、
国
内
で
大
学
教
育
を
受
け
得
る
に
至
っ
た
が
、
　し而　
か
も
尚
お
周

囲
の
文
化
及
ば
ざ
る
も
の
あ
り
、
更
に
外
国
に
於
け
る
三
年
間
の
留
学
を
普
通
と
し
た
。
　じ爾　
後
、
凡
て
の
方
面
に
於
け
る
我
国
の
発
達

と
共
に
、
大
正
の
初
め
頃
よ
り
、
従
来
留
学
生
と
名
け
た
の
を
在
外
研
究
生
と
改
め
、
期
間
も
二
年
を
普
通
と
す
る
に
至
っ
た
。
国
内

に
於
け
る
研
究
設
備
が
整
頓
し
来
っ
た
た
め
で
あ
り
、
各
大
学
各
研
究
所
等
の
研
究
報
告
は
益
々
　い

ん
し
ん

殷
賑　
を
加
う
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

次
ぎ
に
物
理
学
の
教
育
其
他
に
つ
い
て
記
す
に
、
　ま先　
ず
上
記
の
数
物
年
会
の
如
き
会
合
と
共
に
記
憶
せ
ら
れ
る
の
は
東
京
大
学
に
於

い
て
、
其
起
源
は
明
治
十
五
六
年
頃
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
祭
（
又
は
会
）
と
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
毎
年
十
二
月
二
十
五
日
ニ
ュ
ー
ト

ン
の
誕
生
日
を
期
し
、
数
、
星
、
物
の
教
授
、
学
生
及
び
同
人
が
一
堂
に
会
し
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
省
像
に
　リ

ン
ゴ
林
檎　
の
供
物
を
捧
げ
、
講
演
、

談
話
、
展
覧
に
一
夜
を
学
術
的
清
遊
に
送
る
も
の
、
強
い
て
類
を
求
む
れ
ば
　ド

イ
ツ
独
逸　
大
学
の
ク
ナ
イ
ペ
の
如
く
、
又
他
方
英
の
皇
立
学
会

の
コ
ン
ヴ
ェ
ル
ザ
チ
オ
ー
ネ
の
如
き
も
の
、
自
ら
会
者
に
研
究
の
精
神
を
鼓
吹
す
る
上
に
側
面
的
効
果
が
な
い
と
し
な
い
。

六
物
理
学
の
普
及
と
一
般
社
会

物
理
学
の
普
通
教
育
に
就
い
て
は
、
現
在
東
京
と
広
島
と
の
高
等
師
範
学
校
が
教
員
養
成
の
二
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
其
他
に
臨
時

教
員
養
成
所
が
あ
る
が
、
こ
の
外
に
教
員
養
成
に
一
大
貢
献
あ
る
は
私
立
の
東
京
物
理
学
校
で
あ
り
、
寺
尾
寿
、
中
村
精
男
、
三
守
守

等
の
諸
家
が
創
立
者
維
持
者
と
な
り
四
十
余
年
の
歴
史
が
あ
る
。
普
通
教
育
用
の
書
物
と
し
て
は
明
治
十
年
代
に
川
本
清
一
（
既
記
幸

民
の
子
）
及
び
清
野
勉
合
訳
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
の
物
理
学
（
プ
ラ
イ
マ
ー
）
が
出
版
さ
れ
、
其
後
二
十
五
六
年
頃
ま
で
は
、
主
に
医
学

生
用
の
飯
盛
挺
造
の
著
、
稍
々
遅
れ
て
木
村
駿
吉
の
著
が
あ
っ
た
外
に
は
、
教
科
用
の
邦
語
の
物
理
書
は
な
か
っ
た
。
ク
ワ
ッ
ケ
ン
ボ

ス
の
物
理
書
、
進
ん
で
は
デ
シ
ャ
ネ
ル
、
ガ
ノ
ー
、
ダ
ニ
エ
ル
な
ど
の
英
語
の
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
三
十
年
代
に
中
村
、
田

丸
、
本
多
諸
博
士
の
著
が
出
る
に
及
ん
で
、
我
国
の
普
通
物
理
教
育
は
其
軌
を
一
に
す
る
を
得
る
に
至
っ
た
。
之
れ
よ
り
先
き
明
治
二
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十
一
年
に
山
川
、
村
岡
の
諸
博
士
等
が
編
纂
せ
ら
れ
た
物
理
学
訳
語
字
書
は
、
一
般
に
我
国
術
語
字
書
の
　こ

う嚆　
　し矢　
で
あ
り
、
術
語
に
同
音

異
義
を
避
け
る
等
の
申
合
せ
が
あ
っ
た
。
其
補
訂
と
看
做
す
べ
き
も
の
は
三
十
七
年
に
前
記
中
村
、
田
丸
、
本
多
三
博
士
に
よ
り
て
編

纂
せ
ら
れ
た
。

既
記
大
学
紀
要
、
研
究
所
報
告
、
学
会
記
事
以
外
、
学
界
の
消
息
に
就
い
て
知
り
得
る
も
の
に
明
治
十
年
代
に
創
刊
さ
れ
た
「
東
洋
学

芸
雑
誌
」
が
あ
る
。
邦
文
の
物
理
学
上
の
記
事
は
従
来
多
く
此
雑
誌
に
現
わ
れ
た
。
此
他
に
「
東
京
物
理
学
校
雑
誌
」
が
あ
る
。
又
通

俗
科
学
雑
誌
の
流
行
は
、
戦
後
世
界
的
一
現
象
で
あ
る
が
、
我
国
に
て
も
其
最
も
有
力
な
も
の
に
「
科
学
知
識
」
其
他
少
し
と
し
な
い
。

物
理
学
と
一
般
社
会
と
の
交
渉
は
通
俗
講
演
も
其
一
で
あ
る
。
早
き
頃
東
京
大
学
で
催
さ
れ
た
大
学
通
俗
講
談
会
の
講
演
筆
記
は
前

述
「
東
洋
学
芸
雑
誌
」
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
特
に
物
理
学
に
は
先
進
諸
博
士
が
特
殊
の
趣
味
を
導
入
せ
ら
れ
た
こ
と
は
記
さ
ね
ば
な

ら
な
い
。
此
種
の
講
演
に
於
け
る
一
の
出
来
事
と
い
う
べ
き
は
、
大
正
十
一
年
の
晩
秋
、
東
京
の
改
造
社
が
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
教
授
を

招
い
て
、
東
京
京
都
仙
台
福
岡
等
の
各
地
に
於
い
て
通
俗
講
演
会
を
開
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
の
世
界
の
相
対
論
熱
に
我
国
も
其

例
外
と
な
ら
ず
、
此
問
題
に
関
す
る
著
訳
の
流
行
著
し
き
も
の
が
あ
り
、
到
る
所
同
教
授
は
稀
な
る
激
迎
を
受
け
た
。
同
教
授
は
又
各

地
の
我
が
学
者
と
交
わ
り
、
極
東
の
学
術
研
究
の
旺
盛
に
感
動
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

七
物
理
器
械
製
作
の
発
達

物
理
器
械
の
我
国
に
於
け
る
製
作
の
発
達
は
、
往
昔
平
賀
源
内
以
来
、
電
気
機
等
に
多
少
邦
人
の
自
製
模
製
せ
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、

多
く
は
遊
戯
好
奇
の
域
を
出
で
な
か
っ
た
。
東
京
大
学
設
立
の
始
め
に
は
用
い
ら
れ
た
も
の
の
凡
て
が
輸
入
品
で
あ
っ
た
。
東
大
物
理

教
室
の
所
蔵
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
初
期
の
も
の
は
主
と
し
て
仏
国
製
又
は
英
国
製
で
、
明
治
二
十
七
八
年
頃
か
ら
　ド

イ
ツ

独
逸　
製
品
が
入
り
、

其
後
は
極
め
て
特
殊
の
も
の
の
他
は
大
抵
　ド

イ
ツ
独
逸　
品
が
主
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
　ド

イ
ツ
独
逸　
製
品
の
圧
倒
的
勢
力
は
、
戦
後
の
英
国
が
そ
の
普

通
教
育
用
と
し
て
尚
お
之
れ
が
供
給
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
英
国
自
ら
驚
い
て
い
る
程
で
あ
る
。
我
国
の
物
理
器
械
製
作
は
、
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先
ず
普
通
教
育
用
に
就
い
て
、
東
京
に
教
育
品
製
造
会
社
、
京
都
に
島
津
製
作
所
な
ど
か
な
り
古
き
歴
史
を
有
し
、
其
中
島
津
の
み
は

今
日
に
継
続
し
、
普
通
用
の
も
の
は
大
抵
　ド

イ
ツ

独
逸　
製
と
相
　し

た
が若　い

て
、
進
ん
で
研
究
用
の
も
の
、
又
他
方
に
レ
ン
チ
ェ
ン
装
置
、
蓄
電
池
等

の
殆
ん
ど
工
業
化
せ
る
も
の
の
製
作
に
及
ん
で
い
る
。
又
天
秤
、
各
種
計
量
器
、
光
学
器
械
等
の
専
門
の
我
国
の
製
造
会
社
、
今
は
其

数
十
指
に
余
り
、
或
者
は
全
く
外
国
品
を
要
せ
ざ
る
に
至
り
、
更
に
精
緻
な
る
器
械
製
作
の
た
め
に
理
化
学
研
究
所
は
特
に
其
設
備
を

有
し
て
い
る
。

東
京
大
学
物
理
学
科
の
創
設
せ
ら
れ
た
明
治
十
年
（
一
八
七
七
年
）
は
、
欧
洲
の
学
界
で
は
十
九
世
紀
の
後
半
、
種
々
の
大
原
則
の
発

見
さ
れ
た
後
で
あ
り
、
此
頃
か
ら
ク
ル
ッ
ク
ス
の
陰
極
線
の
研
究
が
始
ま
っ
た
。
一
八
九
五
年
（
明
治
二
十
八
年
）
の
末
、
レ
ン
チ
ェ

ン
の
発
見
が
あ
り
、
直
ち
に
我
が
学
界
に
反
響
し
た
。
我
国
で
は
当
時
教
授
で
あ
っ
た
山
川
博
士
が
そ
の
最
初
の
実
験
者
で
あ
り
、
当

初
　も

と固　
よ
り
レ
ン
チ
ェ
ン
管
の
売
品
は
な
く
（
二
十
九
年
の
末
に
は
輸
入
さ
れ
た
が
）
山
川
博
士
は
ス
プ
レ
ン
ゲ
ル
等
に
よ
り
自
製
し
た
。

マ
ル
コ
ニ
の
発
見
は
其
翌
年
頃
か
ら
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
年
の
「
東
洋
学
芸
雑
誌
」
に
「
電
線
を
要
せ
ざ
る
空
間
電
信
機
」
と
題
し
た

長
岡
博
士
の
論
説
が
あ
り
、
こ
の
実
験
を
田
中
舘
博
士
の
指
導
の
下
に
当
時
の
東
大
物
理
の
学
生
が
試
み
た
の
が
、
記
事
及
び
実
験
に

於
い
て
我
国
の
無
線
電
信
の
最
初
の
記
録
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
実
験
は
三
十
二
年
七
月
、
東
大
卒
業
式
に
明
治
天
皇
が
第
一
回
臨
幸
の

際
に
天
覧
に
供
せ
ら
れ
た
。
以
上
は
顯
著
な
る
二
発
見
に
関
す
る
だ
け
に
、
略
々
其
時
代
を
照
合
す
れ
ば
、
か
よ
う
の
事
実
に
も
、
文

化
史
的
意
義
が
あ
る
と
な
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

文
化
年
間
の
司
馬
江
漢
の
「
春
波
楼
筆
記
」
に
「
支
那
及
び
わ
が
日
本
に
究
理
の
学
な
し
。
日
本
　か

い
び
ゃ
く

開
闢　
甚
だ
近
く
、
人
智
浅
し
。
地

転
の
説
、
今
に
し
て
知
る
者
僅
か
に
二
三
輩
、
　ヨ

ー
ロ
ッ
パ

欧
羅
巴　
人
に
及
ば
ざ
る
　ゆ

え
ん

所
以　
な
り
」
と
あ
る
。
又
天
保
年
間
の
帆
足
万
里
の
「
窮
理
通
」

に
は
「
西
人
実
測
精
な
り
と
　

い
え
ど
も
雖　
、
自
鳴
鐘
諸
器
を
観
る
に
削
鏤
極
め
て
拙
、
又
測
験
の
及
ば
ざ
る
精
微
の
域
、
其
言
往
々
支
離
乖
謬
」

と
云
い
、
本
邦
人
の
巧
緻
に
し
て
又
算
術
に
長
ず
る
を
云
っ
て
あ
る
。
皆
其
時
代
に
於
け
る
一
種
の
観
察
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
実
際

に
明
治
の
初
め
に
我
国
に
は
物
理
学
と
い
う
も
の
の
伝
統
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
　し

か併　
し
な
が
ら
　じ爾　
後
直
ち
に
、
古
い
歴
史
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を
有
す
る
西
欧
の
学
界
と
平
行
し
て
進
み
来
っ
た
こ
と
は
、
本
篇
上
来
の
簡
略
な
る
叙
述
も
な
お
之
れ
を
証
し
得
る
と
思
う
。

（
大
正
十
五
年
七
月
、
万
朝
社
版
新
日
本
史
第
三
篇)
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•
桑
木
彧
雄
著
『
科
学
史
考
』（
河
出
書
房
、
昭
和
一
九
年
）
所
収
。

•
P
D
F

化
す
る
に
あ
た
り
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
、
旧
仮
名
遣
い
は
新
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。

•

読
み
や
す
さ
の
た
め
に
、
適
宜
振
り
仮
名
を
つ
け
た
。

•
P
D
F

化
に
はL AT

E
X
2ε

で
タ
イ
プ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、d

v
ip
d
fm

x

を
使
用
し
た
。

科
学
の
古
典
文
献
の
電
子
図
書
館
「
科
学
図
書
館
」

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
a
m
.
h
i
-
h
o
.
n
e
.
j
p
/
m
u
n
e
h
i
r
o
/
s
c
i
e
n
c
e
l
i
b
.
h
t
m
l

「
科
学
図
書
館
」
に
新
し
く
収
録
し
た
文
献
の
案
内
、
そ
の
他
「
科
学
図
書
館
」
に
関
す
る
意
見
な
ど
は
、

「
科
学
図
書
館
掲
示
板
」

h
t
t
p
:
/
/
6
3
2
5
.
t
e
a
c
u
p
.
c
o
m
/
m
u
n
e
h
i
r
o
u
m
e
d
a
/
b
b
s

を
御
覧
い
た
だ
く
か
、
書
き
込
み
く
だ
さ
い
。

http://www.cam.hi-ho.ne.jp/munehiro/sciencelib.html
http://6325.teacup.com/munehiroumeda/bbs

